
平
成
19
年
１
月
１
日
に
合

併
、
４
日
に
合
併
記
念
式
典
を

行
う
中
部
商
品
取
引
所
と
大
阪

商
品
取
引
所
は
大
阪
市
場
の
振

興
を
図
る
た
め
、「
大
阪
市
場

振
興
戦
略
会
議
」
を
設
置
、
12

月
５
日
、
大
阪
で
初
会
合
を
開

い
た
。

こ
の
会
で
は
座
長
に
仁
科
一

顧
客
ト
ラ
ブ
ル
の
根
絶
が
緊

急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
折
か

ら
両
会
場
合
わ
せ
て
約
１
８
０

名
が
研
修
に
参
加
し
た
。

稲
垣
氏
は
、
不
招
請
勧
誘
の

禁
止
措
置
が
と
ら
れ
た
ら
外
務

員
が
い
ら
な
い
事
態
と
な
る
の

だ
か
ら
、
こ
の
日
を
先
物
業
界

の
総
決
起
集
会
だ
と
心
得
、
ト

ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
し
か
な

い
、
と
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
商
品
先
物
は
金
融
商
品
取

引
法
の
対
象
か
ら
外
れ
た
と
は

い
え
、
同
法
の
思
想
に
支
配
さ

れ
る
。
不
当
勧
誘
を
止
め
た
だ

け
で
ト
ラ
ブ
ル
は
半
減
す
る
。

ト
ラ
ブ
ル
件
数
を
減
ら
し
、
数

字
で
証
明
す
る
だ
け
で
は
ダ
メ

で
、
有
無
を
言
わ
せ
な
い
環
境

を
作
る
し
か
な
い
。
今
や
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
ご
っ
こ
を

や
っ
て
い
る
時
で
は
な
い
。
経

営
ト
ッ
プ
か
ら
新
入
社
員
ま
で

全
員
参
加
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
を
実
践
す
る
体
制
が
不
可
欠

で
あ
る
。
そ
れ
を
誰
が
見
て
も

分
か
る
よ
う
に
立
証
で
き
る
体

制
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」ま

た
、
西
川
氏
は
５
年
間
の

あ
っ
せ
ん
・
調
停
委
員
活
動
の

経
験
や
最
新
判
例
を
も
と
に
、

「
入
り
口（
勧
誘
）と
出
口（
仕

切
り
）さ
え
き
ち
ん
と
や
っ
て

い
れ
ば
苦
情
は
半
減
す
る
」と

し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
終
わ
り
よ
け
れ
ば
す
べ
て

よ
し
、
と
い
う
が〝
仕
切
り
〞の

時
点
で
ト
ラ
ブ
ル
が
な
け
れ

ば
、
そ
の
顧
客
は
将
来
、
再
び

帰
っ
て
く
る
に
違
い
な
い
。
終

わ
り
こ
そ
す
べ
て
。
外
務
員
は

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
勇
気
を
持

っ
て
、
と
言
い
た
い
。
素
人
客

が
調
子
に
乗
っ
て
無
謀
に
走
ろ

う
と
す
る
の
を
止
め
る
の
が
外

務
員
の
仕
事
で
は
な
い
か
」

ま
た
、
小
林
氏
は「
過
度
取

引
、
扱
い
の
困
難
な
取
引
に
つ

い
て
は
管
理
部
が
監
視
し
、
指

導
で
き
る
体
制
が
急
務
で
あ

る
」
と
し
、
社
内
に
お
け
る
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
管
理
部
の

強
化
を
訴
え
た
。

日
商
協
は
11
月
29
日
（
大

阪
）、
12
月
７
日（
東
京
）の
両

日
、
第
５
回
管
理
担
当
総
括
責

任
者
研
修
を
開
催
し
た
。
テ
ー

マ
は
①
「
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す

る
社
内
管
理
体
制
の
構
築

―

管
理
部
門
が
主
体
と
な
る
体
制

作
り
」（
講
師
は
弁
護
士
の
稲
垣

隆
一
氏
）、
②
「
あ
っ
せ
ん
・
調

停
の
事
例
に
み
る
受
託
等
業
務

の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」（
講
師

は
大
阪
が
弁
護
士
の
西
川
正
志

氏
、
東
京
が
弁
護
士
の
小
林
孝

一
氏
）。

商
品
先
物
業
界
は
い
う
ま
で

も
な
く
、
証
券
界
と
同
じ
よ
う

に
相
場
が
相
手
の
産
業
で
す
か

ら
、
風
が
吹
く
と
大
き
な
成
果

に
つ
な
が
り
ま
す
。
２
０
０
５

年
は
後
半
、
ゴ
ー
ル
ド
が
高
騰

す
る
な
ど
、
大
き
な
風
が
吹
い

て
、
売
買
高
も
膨
ら
み
ま
し
た

が
、
同
じ
よ
う
な
相
場
展
開
を

期
待
す
る
の
は
難
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
時
こ
そ

地
道
に
努
力
を
積
み
重
ね
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す

現
在
、
証

拠
金
制
度
の

見
直
し
な
ど

も
議
論
さ
れ

て
い
ま
す

が
、
市
場
参

加
者
の
増
大
を
図
る
制
度
設
計

の
研
究
は
今
後
も
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
初
心

者
に
は
レ
バ
レ
ッ
ジ（
テ
コ
の
効

果
）を
落
と
す
な
ど
し
て
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る
手
だ

て
を
講
じ
る
こ
と
も
必
要
で
し

ょ
う
。

長
い
歴
史
を
持
つ
先
物
取
引

と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
、
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
自
由
化
が
進
ん

だ
21
世
紀
に
こ
そ
不
可
欠
な
も
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私 の 意 見

挨
拶
、
マ
ナ
ー
か
ら
始
ま
っ
て

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
至
る
ま

で
階
層
に
応
じ
て
研
修
し
ま

す
。
社
外
か
ら
講
師
を
招
く
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に

は
、
主
任
研
修
は
課
長
、
課
長

研
修
は
部
長
が
講
師
役
を
務
め

る
と
い
っ
た
形
で
行
っ
て
い
ま

す
。「

な
に
ご
と
も
普
通
に
や
ろ

う
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
当
た
り

前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
や
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
実
は
難
し

い
こ
と
で
す
が
、
日
ご
ろ
の
努

力
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

当
社
で
は
例
年
、
上
半
期
に

研
修
が
集
中
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
研
修
期

間
を
分
散
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

近
年
、
優
秀
な
女
性
社
員
が

増
え
て
き
た
こ
と
は
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
ね
。
い
い
意
味
で
の

ラ
イ
バ
ル
意
識
を
燃
や
し
て
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
る
。

エース交易社長

森　辰郎

わ
が
国
先
物
業
界
を
取
り
巻

く
環
境
も
大
き
く
変
わ
り
、
企

業
運
営
に
も
新
た
な
視
点
が
求

め
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
野

村
証
券
や
大
和
証

券
と
い
っ
た
大
手

金
融
機
関
が
参
入

し
て
く
る
と
い
う

こ
と
は
、
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
魅

力
の
あ
る
産
業
で
あ
る
こ
と
を

証
明
し
て
く
れ
た
訳
で
、
大
い

に
自
信
を
持
っ
て
い
い
と
思
う
。

私
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

環
境
の
変
化
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
多
様
化
を
推
進
し
、
当

業
界
に
お
い
て
も
ネ
ッ
ト
対
応

の
サ
ー
ビ
ス
展
開
が
急
速
に
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は

今
後
も
進
め
ら
れ
、
力
を
入
れ

て
い
く
テ
ー
マ
で
す
が
、
そ
こ

で
改
め
て
注
目
さ
れ
る
の
が

「
人
」の
力
で
す
。
今
更
と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
通
用
す
る
人

材
の
育
成
が
企
業
の
生
命
線
に

な
り
ま
す
。
当
社
の
場
合
、
創

業
以
来
、
徹
底
し
た
社
員
研
修

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
が
社
業
を
支
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。

役
員
か
ら
新
入
社
員
に
至
る

ま
で
階
層
別
に
研
修
を
行
い
、

な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
と

こ
ろ
が
取
引
所
の
信
用
が
地
に

落
ち
て
い
て
、
個
人
的
事
由
で

逡
巡
し
て
い
る
訳
に
は
い
か
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
さ
に
火
中
の
栗
で
し
た

が
、
信
用
回
復
に
重
点
を
お
い

て
業
務
運
営
の
改
善
に
集
中
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
規
制
行

政
ま
で
厳
し
く
な
っ
て
し
ま
い
、

関
係
の
な
い
取
引
員
さ
ん

に
は
ご
迷
惑
を
か
け
た
と

思
い
ま
す
。

会
員
懇
談
会
で
は
社
会

的
責
任
、
社
会
的
信
用
失

墜
に
つ
い
て
の
叱
責
が
強

く
、
不
祥
事
に
対
す
る
処

分
問
題
も
厳
し
さ
を
求
め

ら
れ
ま
し
た
。
逮
捕
さ
れ

有
罪
と
な
っ
た
職
員
は
即

刻
懲
戒
解
雇
処
分
を
断
行

し
、
上
司
の
責
任
問
題
も

手
早
く
解
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
取
引
員
の

検
査
・
監
査
方
法
も
変
わ

り
、
指
導
監
査
は
複
数
の

取
引
所
に
よ
る
合
同
監
査

が
主
流
に
な
っ
て
、
主
務

省
検
査
に
は
取
引
所
の
随

行
は
な
く
な
り
検
査
後
の

講
評
の
時
点
だ
け
に
立
ち
会
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

主
務
省
は
２
〜
３
年
で
検
査

ポ
ス
ト
は
移
動
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
取
引
所
は
委

託
者
紛
議
の
窓
口
に
も
な
っ
て

い
ま
し
た
か
ら
、
個
人
的
に
は

最
低
５
年
は
経
験
が
な
い
と
指

導
な
ど
で
き
な
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
と
も
か
く
人
を
育
て

る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
、
業
務
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
に
も
取
り
組
み

ま
し
た
。
法
廷
帳
簿
記
載
要
領

と
い
う
小
冊
子
を
大
穀
独
自
に

作
っ
て
、
他
の
取
引
所
に
も
お

分
け
し
て
喜
ば
れ
た
も
の
で

す
。
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関
西
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品
取
引
所
常
務
理
事
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現
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大
阪
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融
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）
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大
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金
融
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（
現
、
大
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金
融
先
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研
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会
事
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局
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）
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玄
一 

 

当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
や

自
信
を
持
っ
て
前
進
し
よ
う

―
大
平
首
相
の
急
死
で
衆

参
同
時
選
挙
で
は
自
民
党
圧
勝

を
演
じ
た
昭
和
55
年
、
突
然
襲

っ
た
大
穀
事
件
は
商
取
業
界
を

混
乱
に
お
と
し
い
れ
ま
し
た
。

平
子

農
水
省
か
ら
は
食
品

流
通
局
長
通
達
、
取
引
所
か
ら

は
理
事
長
の
業
務
運
営
改
善
の

通
達
を
だ
し
、
そ
の
年
の
暮
れ

に
は
会
員
懇
談
会
「
不
祥
事
に

係
る
処
分
問
題
」
を
開
催

を
す
る
な
ど
、
後
処
理
に

大
わ
ら
わ
と
な
っ
た
も
の

で
す
。

翌
年
１
月
４
日
に
は
取

引
所
は
大
幅
な
事
務
局
人

事
の
異
動
を
断
行
し
ま
す

が
、
渦
中
の
調
査
部
の
責

任
者
と
し
て
お
鉢
が
私
に

回
っ
て
き
た
の
で
す
。
た

ま
た
ま
調
査
部
の
経
験
者

で
あ
っ
た
こ
と
、
経
理
に

６
年
、
企
画
に
３
年
間
と

事
件
の
現
場
と
は
か
な
り

長
期
間
離
れ
て
い
た
の
が

理
由
の
よ
う
で
し
た
。

―
事
件
直
後
の
調
査
部

長
で
す
か
ら
大
変
な
重
責

で
す
ね
。

平
子

上
司
か
ら
命
じ

ら
れ
た
と
き
は
丁
重
に
お
断
り

し
ま
し
た
。
年
齢
が
ま
だ
39
歳

と
若
く
、
30
代
は
係
長
の
ポ
ス

ト
、
部
長
は
少
な
く
て
も
50
歳

か
ら
と
い
う
慣
行
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
が
、
同
僚
や
元
上
司
を

部
下
に
持
つ
な
ど
懊
悩
で
し
か当時の大穀立会場

複数取引所による合同監査へ 複数取引所による合同監査へ 

関東地区商品取引員人事部会が10月31日に公表した平成
18年４月入社の大学別新卒入社実績をランキングしたのが
以下の表。短大、専門学校などを合わせた新卒入社合計は
1,808名（男性1,367名、女性441名）で、前年度比15.4％減。
2年連続の大幅減少だが、出来高・取組減少の割には採用に
積極的との見方もある。
大学別にみて日本大学１位は変わらず、２位の福岡大学は

４位から、３位の近畿大学は７位から上がった。

東京の研修風景

全
員
参
加
で
ト
ラ
ブ
ル
防
止

日
商
協
管
理
担
当
研
修

平成18年度　商品取引員大学別新卒入社ランキング
（関東地区商品取引員人事部会アンケート調査）

順位 男子（名） 女子（名） 合計（名）大 学 名

1 日本 39 12 51
2 福岡 33 6 39
3 近畿 30 4 34
4 帝京 29 4 33
5 東海 23 5 28
6 専修 22 3 25
7 東洋 18 5 23
〃 明治 20 3 23
9 神奈川 18 2 20
〃 関東学院 15 5 20
11 拓殖 15 4 19
〃 龍谷 17 2 19
13 関西 17 1 18
〃 千葉商科 13 5 18
15 関西外国語 8 9 17
〃 北海学園 16 1 17
〃 早稲田 11 6 17
18 九州産業 14 2 16
〃 札幌学院 15 1 16
〃 第一経済 16 0 16
〃 大東文化 14 2 16
〃 獨協 11 5 16
〃 立命館 11 5 16
24 国士舘 12 3 15
〃 駿河台 12 3 15
26 駒澤 13 1 14
〃 立正 12 2 14
28 大阪産業 13 0 13
〃 久留米 11 2 13
〃 東北学院 9 4 13
31 亜細亜 8 4 12
〃 熊本学園 9 3 12
〃 帝塚山 9 3 12
〃 法政 12 0 12
35 愛知学院 7 4 11
〃 追手門学院 10 1 11
〃 関西学院 7 4 11
〃 九州国際 11 0 11
〃 中央 11 0 11
〃 中京 11 0 11
〃 東京農業 9 2 11
42 大阪学院 8 2 10
〃 大阪商業 10 0 10

順位 男子（名） 女子（名） 合計（名）大 学 名

42 京都産業 8 2 10
〃 杏林 8 2 10
〃 西南学院 8 2 10
〃 中央学院 9 1 10
〃 東京国際 8 2 10
〃 明治学院 8 2 10
50 桜美林 6 3 9
〃 沖縄国際 6 3 9
〃 京都学園 9 0 9
〃 甲南 9 0 9
〃 國學院 6 3 9
〃 同志社 6 3 9
〃 名城 8 1 9
57 東京経済 7 1 8
〃 阪南 7 1 8
〃 広島 6 2 8
〃 広島経済 8 0 8
〃 広島修道 6 2 8
〃 北海道 4 4 8
63 青森公立 6 1 7
〃 青山学院 3 4 7
〃 大阪経済 7 0 7
〃 岡山 5 2 7
〃 敬愛 7 0 7
〃 札幌 4 3 7
〃 花園 5 2 7
〃 明海 6 1 7
〃 明星 5 2 7
72 愛知淑徳 1 5 6
〃 青森 6 0 6
〃 大手前 5 1 6
〃 京都外国語 2 4 6
〃 慶應義塾 5 1 6
〃 神戸学院 6 0 6
〃 大正 4 2 6
〃 帝京平成 6 0 6
〃 天理 6 0 6
〃 東京情報 5 1 6
〃 名古屋経済 6 0 6
〃 文京 3 3 6
〃 山梨学院 6 0 6
〃 立命館アジア太平洋 4 2 6

の
で
す
。
世
界
経
済
の
最
前
線

で
活
躍
で
き
る
、
そ
れ
が
先
物

業
界
の
未
来
で
す
。
現
在
の
経

営
環
境
は
楽
観
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
悲
観
的
に

考
え
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

最
初
に
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

厳
し
い
環
境
だ
か
ら
こ
そ
チ
ャ

ン
ス
も
大
き
い
の
で
す
。
自
信

を
持
っ
て
。
積
極
的
に
前
進
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

大
阪
市
場
戦
略
会
議

中
部
、
大
阪
商
品
取
引
所

彦
大
阪
大
学
副
学
長
を
選
出
、

下
部
組
織
と
し
て
企
画
部
会
を

設
け
る
こ
と
を
決
め
た
。
戦
略

会
議
は
今
後
、
２
回
程
度
、
企

画
部
会
は
適
時
、
開
催
す
る
こ

と
に
し
た
。

こ
の
会
議
は
大
阪
商
品
取
引

所
の
ゴ
ム
、
天
然
ゴ
ム
、
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
、ニ
ッ
ケ
ル
の
各
市
場

の
活
性
化
と
大
阪
市
場
の
あ
る

べ
き
姿
な
ど
に
つ
い
て
提
言
す

る
。
委
員
は
9
人
。
学
識
経
験

者
、
業
界
、
当
業
者
で
構
成
。

訂

正
本
紙
11
月
号
掲
載
の
総
務
委

員
会
の
正
し
い
開
催
日
は
10
月

30
日
で
し
た
。
訂
正
し
、
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。


